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衆
議
院
議
員
高
橋
千
鶴
子
君
提
出
教
職
員
の
労
働
時
間
管
理
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
五
日
以
降
に
お
い
て
も
、
会
議
等
を
通
じ
、
各
都
道
府
県
教
育
委

員
会
等
に
対
し
、
公
立
学
校
に
お
け
る
教
職
員
の
労
働
時
間
の
適
正
な
管
理
に
つ
い
て
必
要
な
指
導
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

二
に
つ
い
て

学
校
に
お
け
る
教
職
員
の
労
働
時
間
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
の
実
情
等
に
応
じ
た
適
切
な
方
法
で
行
わ
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
り
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
そ
の
具
体
的
な
方
法
を
網
羅
的
に
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
教
職
員
の
労
働
時

間
の
把
握
方
法
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
校
長
や
教
頭
等
に
よ
る
現
認
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
の
使
用
、
教
職
員
の
自
己
申
告
等
の

方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
学
校
現
場
で
の
公
務
災
害
、
過
労
死
、
自
殺
な
ど
の
案
件
と
こ
れ
ら
に
起
因
す
る
裁
判
が
ど
の
程
度
行
わ
れ

て
い
る
の
か
」
に
つ
い
て
は
網
羅
的
に
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
平
成
二
十
一
年
度
に
お
け
る
公
立
学
校
の
教
職
員
に
係
る

一



公
務
上
の
災
害
及
び
通
勤
に
よ
る
災
害
（
以
下
「
公
務
災
害
」
と
い
う
。
）
で
地
方
公
務
員
災
害
補
償
基
金
に
よ
り
認
定
さ

れ
た
件
数
は
七
千
七
百
九
十
件
で
あ
り
、
公
立
学
校
の
教
職
員
に
係
る
公
務
災
害
に
関
す
る
訴
訟
で
係
属
中
の
も
の
は
、
平

成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
現
在
で
二
十
一
件
で
あ
る
。
文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、
総
務
省
と
連
携
し
、
公
立

学
校
に
お
け
る
公
務
災
害
の
実
態
の
把
握
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

四
に
つ
い
て

労
働
者
災
害
補
償
保
険
制
度
に
お
い
て
は
、
保
険
給
付
の
請
求
に
当
た
り
、
災
害
の
発
生
状
況
等
の
内
容
に
つ
い
て
事
業

主
の
証
明
を
受
け
た
請
求
書
の
提
出
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
事
業
主
が
証
明
を
行
わ
な
い
等
や
む
を
得
な
い
事

情
が
あ
る
場
合
に
は
、
事
業
主
の
証
明
が
な
く
て
も
、
請
求
書
を
受
理
す
る
取
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
る
。

地
方
公
務
員
災
害
補
償
制
度
に
お
い
て
も
、
公
務
災
害
の
認
定
の
請
求
に
当
た
り
、
災
害
の
発
生
状
況
等
の
内
容
に
つ
い

て
当
該
職
員
の
所
属
部
局
の
長
の
証
明
を
受
け
た
請
求
書
の
提
出
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
所
属
部
局
の
長
が
証

明
を
行
わ
な
い
等
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
所
属
部
局
の
長
の
証
明
が
な
く
て
も
、
請
求
書
を
受
理
す
る
取

扱
い
が
な
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
第
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
地
方

二



公
務
員
災
害
補
償
基
金
が
公
務
災
害
の
認
定
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
職
員
の
任
命
権
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
任
命
権
者
か
ら
の
意
見
聴
取
は
、
公
務
災
害
の
認
定
請
求
時
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の

で
は
な
い
。

五
及
び
六
に
つ
い
て

御
指
摘
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
豊
橋
市
の
ケ
ー
ス
以
外
に
承
知
し
て
い
な
い
が
、
教
職
員
の
労
働
時
間
に
つ
い
て
は
、
部
活

動
の
指
導
時
間
を
含
め
、
各
学
校
に
お
い
て
適
切
な
方
法
に
よ
り
管
理
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
文
部
科
学
省
と
し
て

は
、
今
後
と
も
、
必
要
に
応
じ
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
等
に
対
し
、
学
校
に
お
け
る
教
職
員
の
労
働
時
間
の
適
正
な
管

理
に
つ
い
て
指
導
し
て
ま
い
り
た
い
。

三


